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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月10日(2008.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光の調光処理と画像信号の伸張処理とによって表示画像が調整される画像表示装置
であって、
　画像の明るさを特徴付ける画像パラメータを画像信号に基づいて単位時間毎に抽出する
画像パラメータ抽出手段と、前記画像パラメータの時間変化に依存して前記調光処理に係
わる調光係数と前記伸張処理に係わる伸張係数とを決定する制御パラメータ決定手段とを
備え、
　前記制御パラメータ決定手段において、前記調光係数および前記伸張係数の前記単位時
間毎の変化量を所定の量以下に制限するとともに、
　前記調光係数の変化量および前記伸張係数の変化量を１フレーム内で調整可能な変化量
に設定し、前記調光係数と前記伸張係数とを１フレーム内で同期して変化させることを特
徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記調光係数および前記伸張係数の前記単位時間毎の変化量を、当該画像表示装置の最
大明るさを１００％としたときに、画面内の全ての領域で明るさの変化がその５％以内に
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なるように制限することを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　照明光の調光処理と画像信号の伸張処理とによって表示画像が調整される画像表示装置
であって、
　画像の明るさを特徴付ける画像パラメータを画像信号に基づいて単位時間毎に抽出する
画像パラメータ抽出手段と、前記画像パラメータの時間変化に依存して前記調光処理に係
わる調光係数と前記伸張処理に係わる伸張係数とを決定する制御パラメータ決定手段とを
備え、
　前記制御パラメータ決定手段において、前記単位時間毎の画像パラメータが明るい側か
ら暗い側に変化する際の前記調光係数および前記伸張係数の前記単位時間毎の変化量に対
して、前記単位時間毎の画像パラメータが暗い側から明るい側に変化する際の前記調光係
数および前記伸張係数の前記単位時間毎の変化量を大きくするとともに、
　前記調光係数の変化量および前記伸張係数の変化量を１フレーム内で調整可能な変化量
に設定し、前記調光係数と前記伸張係数とを１フレーム内で同期して変化させることを特
徴とする画像表示装置。
【請求項４】
　照明光の調光処理と画像信号の伸張処理とによって表示画像を調整する画像表示方法で
あって、
　画像の明るさを特徴付ける画像パラメータを画像信号に基づいて単位時間毎に抽出する
第１のステップと、前記画像パラメータの時間変化に依存して前記調光処理に係わる調光
係数と前記伸張処理に係わる伸張係数とを決定する第２のステップとを備え、
　前記第２のステップにおいて、前記単位時間毎の前記調光係数および前記伸張係数の変
化量を所定の量以下に制限するとともに、
　前記調光係数の変化量および前記伸張係数の変化量を１フレーム内で調整可能な変化量
に設定し、前記調光係数と前記伸張係数とを１フレーム内で同期して変化させることを特
徴とする画像表示方法。
【請求項５】
　照明光の調光処理と画像信号の伸張処理とによって表示画像を調整する画像表示方法で
あって、
　画像の明るさを特徴付ける画像パラメータを画像信号に基づいて単位時間毎に抽出する
第１のステップと、前記画像パラメータの時間変化に依存して前記調光処理に係わる調光
係数と前記伸張処理に係わる伸張係数とを決定する第２のステップとを備え、
　前記第２のステップにおいて、前記単位時間毎の画像パラメータが明るい側から暗い側
に変化する際の前記調光係数および前記伸張係数の前記単位時間毎の変化量に対して、前
記単位時間毎の画像パラメータが暗い側から明るい側に変化する際の前記調光係数および
前記伸張係数の前記単位時間毎の変化量を大きくするとともに、
　前記調光係数の変化量および前記伸張係数の変化量を１フレーム内で調整可能な変化量
に設定し、前記調光係数と前記伸張係数とを１フレーム内で同期して変化させることを特
徴とする画像表示方法。
【請求項６】
照明光の調光処理と画像信号の伸張処理とによって表示画像が調整される画像表示装置で
あって、
　画像の明るさを特徴付ける画像パラメータを画像信号に基づいて単位時間毎に抽出する
画像パラメータ抽出手段と、前記画像パラメータの時間変化に依存して前記調光処理に係
わる調光係数と前記伸張処理に係わる伸張係数とを決定する制御パラメータ決定手段とを
備え、
　前記制御パラメータ決定手段において、前記画像パラメータの前記単位時間毎の変化量
に応じて前記調光係数および前記伸張係数の前記単位時間毎の変化量を変えるとともに、
　前記調光係数の変化量および前記伸張係数の変化量を１フレーム内で調整可能な変化量
に設定し、前記調光係数と前記伸張係数とを１フレーム内で同期して変化させることを特
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徴とする画像表示装置。
【請求項７】
前記画像パラメータの変化量が小さいときの前記システム制御パラメータの前記単位時間
毎の変化量に対して、前記画像パラメータの変化量が大きいときの前記システム制御パラ
メータの前記単位時間毎の変化量を大きくすることを特徴とする請求項６に記載の画像表
示装置。
【請求項８】
前記画像パラメータの変化量が所定の閾値よりも小さいときには前記システム制御パラメ
ータの前記単位時間毎の変化量を、前記画像パラメータの変化量に依らず一定にすること
を特徴とする請求項６または７に記載の画像表示装置。
【請求項９】
前記画像パラメータの変化量が所定の閾値よりも大きいときには前記システム制御パラメ
ータの前記単位時間毎の変化量に制限値を設けないようにすることを特徴とする請求項６
ないし８のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
前記画像パラメータの変化量が所定の閾値よりも小さいときには前記システム制御パラメ
ータが変化しないようにすることを特徴とする請求項６ないし９のいずれか一項に記載の
画像表示装置。
【請求項１１】
照明光の調光処理と画像信号の伸張処理とによって表示画像を調整する画像表示方法であ
って、
　画像の明るさを特徴付ける画像パラメータを画像信号に基づいて単位時間毎に抽出する
第１のステップと、前記画像パラメータの時間変化に依存して前記調光処理に係わる調光
係数と前記伸張処理に係わる伸張係数とを決定する第２のステップとを備え、
　前記第２のステップにおいて、前記単位時間毎の画像パラメータの変化量に応じて前記
調光係数および前記伸張係数の前記単位時間毎の変化量を変えるとともに、
　前記調光係数の変化量および前記伸張係数の変化量を１フレーム内で調整可能な変化量
に設定し、前記調光係数と前記伸張係数とを１フレーム内で同期して変化させることを特
徴とする画像表示方法。
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